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東北大学大学院医学系研究科 医科学専攻 社会医学講座 医学情報学分野
1990年代より急速に発達したインターネットを始
めとする電子情報技術の展開は，我々の予想をはるか
に越えて急速な発展をみせ，すでに日本においても生
活のすべての分野にとって電子情報技術は欠くことの
できない技術となっている．このことは，医学・医療
の分野においても例外ではなく，東北大学医学部・附
属病院においても過去10年間における電子情報シス
テムの発展は目を見張るものがあったといえる．
星陵地区における電子情報ネットワークの展開
星陵地区では，1995年を境にしてインターネットの
導入がおおきく展開した．その背景には，Medlineを
始めとする医学情報データベースのインターネット上
での閲覧環境がよくなっていったことと，電子メール
をはじめとするコミュニケーションツールの利用が，
その利便性から急速に広まったことがあげられる．
こうした電子情報ネットワークの利用率の上昇は，
必然的にネットワークの高速化へとつながり，1999 年
以降星陵地区においても最新のネットワーク技術とし
てGigabit Ethernetを用いた包括的なネットワーク
の構築が進められた（図1）．この結果，現在では，医
療情報ネットワークは医学部・医学部附属病院・歯学
部附属病院・加齢医学研究所にまで及ぶ広範なイント
ラネットとなり，複数の多重的なネットワークによる
安全かつ高速な情報インフラとして，その地位を確立
している（図2)．
診療科における医学・医療情報網
―小児科の場合―
こうした情報システムの展開は，地域には限定され
ず，各診療科においても，医療機関の枠を越えて，そ
の活用が進んできた．東北大学医学部小児科において
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図 1. 星陵地区における電子情報ネットワークの構築
も，そうした取り組みはすでに1995年ごろから始ま
り，全国の小児医療に従事する医師が日常的に意見交
換を行う場として，「日本小児科医電子メールカンファ
レンス」が，これまでの学会などとは様相を異にする
新しいコミュニケーションとして発達した．1996年当
時 25名だった会員数は，すでに現在1,700名近くにも
および，その意見交換も6,000回にまでもおよび，まさ
に「耳学問」の場として，またその記録は検索システ
ムを備えることにより「耳学問辞書」としての価値を
高めつつある（図3)．
宮城県における地域医療情報における
IT活用の試み
―みやぎメディカルモール―
宮城県では，癌登録や地域医療情報センター，仙台
オープン病院など，これまでも様々な面で全国に先駆
けた地域医療情報化の取り組みが進められてきたが，
2000年度には，経済産業省の補正予算事業「先進的 IT
活用による医療を中心としたネットワーク化推進事
業」の公募を受けて，「宮城県における医療ASP網（み
やぎメディカルモール）の構築」が進められた（図4）．
このシステムは，共有セキュアデータベースの構築と
多様なASPのサービスにより，医療情報ソフトウェ
アを各医療機関へ提供し，地域医療情報化による医療
の質の向上と医療機関経営の効率化を両面で目指す
ネットワークであり，インターネット上のVPN (vir-
tual Private Network）と SSLや SSHなどのデータ
暗号化技術をふんだんに活用することにより，安全で
効率的な医療機関どうしの診療情報の共有を可能に
し，本格的な電子情報システムを基盤とした医療シス
テムづくりを宮城県ですすめるための重要な第一歩と
なるものといえる．すでに，その構築も本格的な段階
を迎えつつあり，平成15年度には本稼動を目指して，
現在更なる取り組みが進められている．
東北大学病院における取り組み
―メディカル ITセンターの新設―
宮城県におけるこうした取り組みに対して，東北大
学医学部附属病院においても，平成15年度の概算要求
を基盤として，現在の医療情報部を発展的に改組し，東
北大学と宮城県における医療情報システムの発展基盤
として，あらたにメディカル ITセンターを設立する
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図2. 星陵地区ネットワークにおけるセキュリティレベルの概念
表1. メディカル IT センターの設立概要
1. 平成 15年度予算化を目標とする
2. 東北大学独立行政法人化に焦点を当てて，病院経営
戦略の柱であると同時に，地域医療における情報シ
ステムの中核を目指す
3. 医療情報システムへの本格的な医学ライブラリの導
入インターフェイスの開発を目指す
4. 今後 5年以内に，宮城県内の約3分の 1の医療機関
への医療情報システムの提供を目指す
こととなった（表1）．このセンターは，これまで効率
的に進めることができなかった医学・医療の情報化を，
センター構想により一気に加速しようとするもので，
すでにその設立に向けての本格的な足固めがなされて
おり，平成15年度からは，みやぎメディカルモールの
活動と合わせて，大学病院と地域医療機関の両者に対
して，効率的な医療情報システムを提供していくこと
を目指している．
以上のごとく，1990年代から本格化した電子情報化
が引き起こした医療環境の変化は，上手に活用すれば，
明るい医療の未来作りに大きく貢献することになる．
個人情報の管理という重大な課題の重圧に屈すること
なく，正しい発展の方向性を見出していくことこそが，
これからの医学・医療に求められる姿であると考えら
れる．
図3. 日本小児科医電子メールカンファレンスのホームページ
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図4. みやぎメディカルモールのホームページ
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